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第 2節抗 A凝集素
第 1章緒 言
高等植物の種子の浸出液に血球凝集素が証明されることは古くより知られていた。 R.Kobert
の中毒の本 (1906)の血液毒の部に Ricin，Abrin，Crotin，Rob;n等支の毒素の血球凝集素
についての記述がある。 M.Jacobyは Ricinについて硫酸安門で塩析され Trypsinで分解
し得る物質に毒性並びに血球凝集性の存することを見(1901)，これによる免疫で抗毒素と抗凝
集素を得ている(1903)01906年には K.Landsteiner & R. Stankov~c も Ricin や Abrin
等の凝集素は Kaseinや Fibrin等と結合すると述べ L.Mechaelis & K. Steindorff (1907) 
は Ricinによって正常臓器細胞のほか，人乳房の硬性癌細胞や鼠癌細胞等が凝集されるのを
見たO 有毒の Ricin等の研究に対して無毒の萱類浸出液の血球凝集作用に関する研究は 1907
年 K.Landsteiner & H. Raubitschekによりまず行われたO 彼等は Bohnen(P4aseolus)， 
Erbsen (Pisum)，Linsen (Ervum)，Wicken (Vicia)について実験し，これらの中で 
Phaseolusが最も凝集性強く，それら凝集素は酒精に溶けず，食塩水に可溶であり，非耐熱
性，非透析性で硫酸安門で塩析されると報告しているoO. Wienhaus (1909)も Phaseolus 
multiflorus (Weisse Bohnen)で同様の実験を行い，酒精による純化で Phasinと名づけ
た物質を得た。周年 M.Eisler & L. Portheimは Datura属(朝鮮あきがおの類)に血球
凝集素を見出し，更に萱の生長との関係等を見ている(1926)01911年日.Raubitschek & 
M. Wilenkoは植物性凝集素で飽和した血球は街動物血清の凝集素を吸収し得るといい， 1921 
年 K.Russ & E. Oesterlinは Sojabohnen，Per1bohnen，Linsen並びに Erbsenで動
物を免疫，特異性を有する抗凝集素を得たという。我が国でも 1921年小松原はしろいんげん
まめ (Phaseolusvulgaris L. Weisse Art)，金時うずら豆 (Phaseolusvulgaris L. Rote 
Art)，大豆 (Glycinesoja)等日常食用に供する萱科植物 13種についてその血球凝集素をし
らべ1 1923年藤原は大豆 (Sojabohnen)中の血球凝集素をカオリン，水酸化アルミニワム等
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に吸着，解離させることに成功し， 1948年三木は解離した凝集素の蛋白性について検討してい
るo1938年同門の先輩金子は諸種萱類種子中の血球凝集素の特異性について研究し，更にこの
凝集素をもって家兎を免疫して抗凝集素を得たと述べ，また，植物性寒性凝集素のあることを
も見てドる。以上は各種動物叉は各型人血球を凝集する非特異的(勿論一定の抗原群に対応す
るものであろうが〉に関するものであり，人の血液型に従い，型特異的に作用する凝集素はま
だ報告されていなかった。
ところが 1948年になってフィンランドの K.O. Renkonen及び R.Koul umiesは蝶形花
植物 Laburnum.alpinum，Lotus tetragonolobus，Cytisus sessilifolius; Cytisus 
ratisbonensis; Cytisus praecox (以上抗 0)，Vicia cracca (抗 A)の種子に人血液型に
特異的な凝集素が存在することを発見，報告した。 1949年W.C. Boyd & R. M. Reguera等
も Phaseolus limensis以下多くの種類の Limabohnen ~ζ抗 A凝集素の寄在を認めた。つ
いで G.W. G. Bird (1952)は Dolichosbiflorus中に抗 A凝集素を証明し， M. Krupe 
(1952)は Sophorajaponica中に抗A，抗B凝集素を， CoronilIa varia中に抗 B凝集素
を見出し， P. Speiser，K. Baumgarten & O. Kasererは Prokopによって述べられた 
Laburnum Wateri Prokop (Laburnum vulgareと Laburnumalpinumとの交配種〕
の種子浸出液の抗O凝集素で A2型，Al型との鑑別を誠み，特にO型における唾液の分泌型，
非分泌型の区別や嚢腫内容のO物質の証明を行っている。我が国においても渡辺(1955)はな
つふじ (Millettiajaponica)より抗A凝集素を得たと報告し，同時に諸外国に材料を得て萱
類の型特異性凝集素につき詳しく研究を行っているoJ. Elo，E. Estola & N. Malmstr・om 
(1951)は多数のまのこの種類について検ベ， Hygrophorus hypothejus と Psi10cybe 
spadicea には A I1 A2とBに反応するものがあり，Marasmus oreadesには弱いが抗 B凝
集素が見られ， Amanita muscariaに抗Oと思われるものを見たという。 ABO式以外の血液
型では 1953年 F.Ottensooser& K. Silberschmidtは抗N凝集素をある種子に見たと述べ
ているo M. Krupe (1953)は更にアルブミン法， Coombs訟や酵素処理法等で上述諸種の萱
類の浸出液に不完全の，或は一価の抗体が豊富に存在し，浸出液中で顕性のものに変るような
所見をも報告している。
余もこのものに関心を持ち，次のような研究を行った。
第2章実験材料並がに実験方法 の浸出をよしとして用いているが比較試験によれば
第 1節実験材斜 上記余の浸出方法も成績において殆んど差異を示さ 
1) 種子浸出液 なかった。叉浸出液pHの酸性度の弱L、ものは支障
種皮を除去し，或は種皮附着のま L大なるものは なくそのまま使用した。
細切し，ホモヂナイザ{で続末にする。これらの続 2) 血 球
末1.0gに対し 10ccの生理的食塩水を加え充分に捜 建築集反応用血球は当大学皮膚科教室におけるワ氏
持し室内叉は氷室中に 24暗笥置き，後に二重、鴻紙 反応検査血球の残り及び当教室員より得た。教室員 
Nで漉過し，得た瀦液を ~~NaOH で中性にしこれを よりのものは1.5%拘読者酸ソー ダ加食塩水中に採取，10 
種子浸出液として使用，氷室中に保存した。型特異 多量の食塩水で3回洗ったものを用い， 1]氏反応用
性諜集素の検索を行っている多くの人は 2時間 370 血液よりは猿回した血餅をとり，これをガーゼに包
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み乳鉢中で軽く庄出し，脱脂綿で鴻過して得た血球
を生理的食塩水を多量に加え数回遠心沈殿し，充分
洗い，最後の沈澄を採りこれを使用した。 
動物血球は実験毎に新鮮血球を1. 5% 拘機酸ソ~ 
ダ加食塩水中に採取，多量の生理的食塩水で、3回洗
って使用した。 
3) 唾 液
当教室員の唾液型既知の人より含噺後自然に‘流出
するものをその都度採取，浴槽中で 30分煮沸した
後遠心して上清を使用した。動物唾液はそれぞれ適
当量の 1%塩酸ピロカノレピシを注射して採取，人唾
液と同様の処置をして使用した。
4) 腎臓浸出液
動物の腎臓を細切し， 1昼夜流水で洗い，水分を
除いた後，秤量してそれが 20%になるように生理
的食塩水を加えホモヂナイザーで乳状とし，・氷室に
放置，遠心上清を吸収に使用した。
第 2節実験方法 
1) 股収方法
血球で吸収する場合は前記洗糠血球泥に等量の浸
出液を加え，勝卵器 (37つに 1時間，氷室に 1時間
置く。吸収不充分の場合は数回繰返す。 
2) 膝着法及び酵素法 
a) 血清陵着法
種子浸出液を倍数稀釈し， AB型血清を 1滴宛加
え， 1%血球浮世宇液を I滴加えて 1時間後に判定し
た。 
b)卵白アルプミシ膝着法 
20%となる知く，卵白アルプミシを生理的食塩水
に溶かしめと同様に使用した。これではの， c)の
場合と異なり，殆んど影響が見られなかったので、成
績の記載を省いた。 
c) アラピヤコ、、ム食塩水. 
1.2%に溶かしのと同様に使用した。 
b)酵素処置血球法

イ〉 トリプシ y法

トリプシシは 1%の割に生理的食塩水に溶かしそ
の0.4ccを5%0型赤血球4ccに加え 1時間勝卵
器に置き，その問 15分ごとに振謹する5次し、吋でで、数臼 
回生理的食塩水で
浮訪誹t液をつくり使用する。 A型， B型人血球，動物
血球も皆これに従った。
ロ〉 パ、イシ法 
0.1%パ、イユ/食塩水溶液を 0.2ccとり，血球泥 
0.1 ccを加え 370に30分置き， 15分毎に振謹，以後
トりプシ y法と同様にする。

ハ〉 フイチン法

0.1%フイチン食塩水溶液 0.1ccをとり，血球 0.1
ccを加え， 30分 370の瞬卵器内に置き，15分毎に振
翠，以後ト Pプシン法と同様にする。
3) 援集反応の判定 
すべてホールグラス法によった。 1時間後の結果
を読み，成績は最強度(tIt)から陰性(ー〉まで，冊
+十+ムーの 5段階とする。
の沈降反応
沈降反応用毛細試験管を用い室温で重層法により
行った。 
第3章実験成績
第 1節非特異性擬集素
植物の種子，特に萱科のものに人の血球を凝集す
る作用のあるものが数多く存する。然しこれらは多
く非特異的に作用するものである。
例えばO型人血球で吸収すると皆一様に完全に吸
収され，抗A，抗B乃至抗0等型特異性の全く見ら
れないものである。これらを 2--3あげてみると，
ふじ (Wistariafloribunda A P. de Candolle)， 
からすのゑんどう (Viciasativa)， のぼりふじ豆 
(Lupinus luteus)，にせあかしゃ (Robiniapseu・ 
do・acacia)の様なものがある。それらの人及び各
種動物に対する凝集反応をいま表 1，表 2，表3に示
した。これらは人の各型血球を一様に獄集するほか
動物血球も凝集し，後者に対し，却って大きな凝集素
価が見られた。この人血球に対するものは各種血球
でよく吸収されるものであった。これら各種萱類の
第 1表ふじ浸出液と各彊動物血球との凝集反応
作| 浸出液稀釈倍数 |対
用 I------~----------~
血 1C'1噌∞ ωN寸‘∞t.O c'1坤∞ l|的t.O~tG ~~~1 照球~C'1l!":) ;:::~1 
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牛 1一一一一一一一一一
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+十+ム一一 (表 5)。またかかる浸出液は各型人唾液と沈降反応
+十ト +ト十十 件++_L を呈する。この際も分泌型，非分泌型で差異がな
+H--t十 掛 -ftL+_L し、。この様な所見のや L著明なものとしてからすの
+ム一一一一 
+++ 
えんどうの例を表で示した〈表 6)。
+ト+++_L 一 一 第 2節 抗A凝集素
-tt十時十十++ム 渡辺はなつふじ浸出液中にA型U:博異性凝集素のあ
ることを証明した。なつふじ (Mi1ettia japonica) 
は附・図の写真に示す如く円盤状で扇平，主~f-lJ色で直
浸出液の示す非特異性凝集反!ぷは血球による吸収試
験の成績から見ると，それぞれし、くつかの特異性を
異にする蛋自分子の共在を考えることによってよく
理解し得るように息われる。そしてそれら浸出液に
はあとで型特異性凝集素のところで示されるような
不完全抗体が含まれているということは通則であっ
て，これは膨着法や酵素法でよく証明することが出
来る。、し、ま代表としてふじの例女表で示す(表 4)。
これら萱類浸出液の各型j人血球にほぼ一様に作用す
るものは人唾液でその凝集反応を多少とも抑制され
るが，その際分泌型，非分泌ID!で差異が見られない 
径約 5mmの種子を持ち，我国の特産で静岡県以西
に産するとし、う。 
1) 各型人血球及び動物血球に対する凝集反!ぷ
なつふじ浸出液は pH6.4を示したがそのままで
支障がなかった。各型人血球及び動物血球との療集
反応を見ると，表 7の如き結果を示した。
即ち人血球ではA型血球に対して最も強い獄集反
応を示し，動物血球では家兎，海摂，豚血球に強い
作用を示し，緬羊血球にも幾分かの凝集を示した
が，前記動物血球とは比較にならな¥， '1:'t\.~]'.，1 いn 犬，
山三I?，1.:[二血球では全く1>>泌さが見られなかった。
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第 6表 からすのえんどう浸出液と各種唾液と 第7表 なつふじ浸出液の人及動物血球との凝
の沈降反応 集反応
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浸出液稀釈倍数 対 
腫
1 2 4 8 16 32 64 照 
一++*十It-t十十件1 
2 *掛+十一一一 一AS 
5 十j十件+一一一一 一 
10 十一一一一一一 一 
1 #ト十件-tt十十t +一一 
一一一+* 十 +十#ト2As 
5 *十件* +一一一 一 
10 *+一一一一一 
一一+ 十十件 -t十十件1 一 
2 十|十+十十時+一一一 一BS 
5 世帯十ト+一一一 一 
一.
十一一一一一一一一一 
10 -1+ *十一一一一
1 I 
漫 液 稀 釈 {音 数 対
N
何回。司 4吋3ふ αコ CD σコ 寸‘ NH N 。。 照.-i CD 諸君
。出 
F-t C':I 
∞
出作用血球
ABO
-tt十時時十トト-H+-t十十件+一一一
十件+仕掛+十件+一一一一一
冊十件*+十十ム一一一一一
+仕掛時十時十十+ム一一一-
-tt十時十社十件-tt十時イ+十一一一
時十時時十時十ト+一一一一一
ーしーーー一一一一ーーー
鶏親鯨蹴犬岬僻豚牛
十十一一一一一一一一
叶十時世帯十件件特+
1 1 掛 俳+十+-一一 第 8表 なつふじ浸出血液の人血球による吸収
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2) 人血球による吸収
なうふじ浸出液をO型人血球及びB型人血球で吸
吸血 作血 浸出液稀釈倍数 対
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一
いた強力な吸収を要することはこのような事実を示
収して見ると表 8の如くなる。人血球による吸収の
際は等量の血球で 4回，勝卵器内 1時間，氷室内 1
時間の吸収を行った。
植物性凝集素は総じで吸収されにく<，強力な吸
収操作を必要とした。 O型人血球で吸収後にはA型
に対する部分が 16倍まで残り， B型人血球に対して
は殆んど擬集を示さない。これにより抗e-A凝集素
の存在を認めることが出来る。 B型人血球で吸収を
行うと O型部分が幾分残り， A型部分は 16倍まで残
る結果となった。金子の研究や Boydや P.Cazal & 
M. Lalaurie等の意見で、は植物性1凝集素は単一の蛋
白分子が種々の抗原血球に対して作用するものと解
釈すべきであるとしづ。型特異化に多量の血球を用
すものと考えられるが〈齢，療集作用を有する蛋白も
一種だけとも云えないとも思えるので，こ Lではー
先づ慣例の吸収法を用いて副反)応を消失せしめるこ
とを試みた。ぐ注〉このことに関連して文献に次の記
載がある。即ち M.Krupeが Viciacraccaの種
子浸出液について実験したところ， AhA2型人血球
につよく， B型， 0型人血球には甚だ弱く作用 L，
抗A擬集素の存在を認めたが，この浸出液は猶，家
兎，海摂，豚等の血球にも強い凝集作用を示した。
そこで吸収試験を行ってみると，家兎血球で吸収し
た場合は， B型， 0型人血球，家兎血球並びに'海摂
血球に対する反応は消失するがA型人血球，豚血球
に対する反応には影響せず，反対に豚血球で吸収す
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ると A型人血球と豚血球に対する反応が完全に消失
した。このことからこのものの中には少くとも 2種
の異った凝集素を想定せねばならぬとしてしる。余
の前節からすのえんどうにおける実験でも人血球並
びに他の動物血球で、吸収される人血球凝集素と更に
家兎，海狭血球等ではじめて吸収される動物血球だ
けに対する撰集素の 2者の想定を必要とした。 
3) 人唾液による凝集抑制試験
なつふじ浸出液のA型人血球に対する擬集反応に
対し各型人唾液で凝集抑制試験を行った。結果は表 
9に示す如くで， A型特異化した場合は，他の型で
は殆んど抑制が見られず， A型非分泌型唾液でも同
吸血 浸出液稀釈倍数作血
型
人
A 
2 4 8 16 32収球 用球 
+十十件+ムー未吸収
犬 +十ト+十十一一
+ム一一一A+緬羊
A-緬羊 -It +ム一一血 
A+豚 一一一一一球
-It十ム一一A -豚
対
昭 BS 
、 
一
一 
一 
一 OS 
一 
一
5) 温度の影響
なつふじ浸出液の種々の温度における凝集反応を
見ると表1の如くである。低温では擬集反応最も強
〈反応温度が高くなるに従い凝集力が波少Lて行く
ように思われる。既に金子が非特異性凝集素で示し
たような性状がこのものにも見られるようである。
第 1表	 なつふじ浸出液の各温度における凝
集反応
数 一配 一
対浸出 液 稀 山 一 ∞
釈一忍h
NH
N
向
。∞N 噌 H S NE 
照
-ftt--ftt-刊十件十十ム一一
じ結果が得られ， A型分泌型唾液で明らかな抑制が 、俳#十件fL+一一一一
見られた。 十件+十十L+一一一一一
第 9表 なつふじ浸出液をB型人血球吸収各唾
液との頭集抑制反応
6) 沈降反応
唾 浸出液稀釈倍数 対
照 
液
型 
血球作用
4 8 16 32 64 128 
AS 
As 
BS 
Bs 
OS 
Os 
型球人
球血
A 
一一十件+十件
+十件特-1+ +ト+十
+十件十ト-t+ -t十-t+
-It -It +十十ト.+十件
fL.+ト-It -1+ +十件 
+十十ト+十件+十件
+十 
+十 
+十 
+十， 
-It 
十ト
なつふじ浸出液について沈降素の存在を検べて見
ると表 12の知き成績が見られる。即ち A型分泌型
唾液に対しては強い反応を示し， B型， 0型分泌型
唾液に対するよりも透かに強し、。次いで、B型血球で
吸収後，沈降反応を行うと表 13の如くで， A型分
泌型唾液とのみ反応、が見られ， B，O唾液では陰性
である。抗A沈降素の存在を思わしめる。植物性型
特異性凝集素を有する種子浸出液の沈降反応に関し
ては w.Boyd & E. Shapleighが植物性探集素
のあるものは型特異性物質に対し特異的の沈降素との動物血球による吸収
なつふじ浸出液をO型人血球で数回吸収 (4回〉 して作用をあらわし得るが， •(Lirnabeans (抗 A)
後更に動物血球， ，]!Pち犬， A+緬羊， A 緬ー羊， A とDolichosbifloI・us(抗 8)J凝集反応とは常に正
+豚， Aー豚血球で吸収すると表 10の如き結果と 確には平行しないと述べている。
第 12表 なつふじ浸出液と各唾液との沈降反応なった。先ず犬血球では殆んど吸収されぬ。 A+緬
羊では幾分吸収されるがAー緬羊では殆んど吸収さ 唾種
れず， A+豚血球では全く既収されるが， Aー豚血 液類 
球では殆んど吸収されなし、。以上の結果からなつふ
じ浸出液の抗A擬集素はおよそ Amの部分に対応す
るものであることが推せられる。 AS 
第 10表 なつふじ浸出液の動物血球による吸収
書液稀釈
1 
5 
10 
20 
1 
5 
10 
20 
1 
5 
10 
20 
唾液稀釈{音数 対
2 4 8 16 32 64 128 照 
1十 1十+十十冊十ト十一 一 
1十時-It十一一一 
-ft- -It +一一一一 一 
-It +一一一一一 一 
-ft- -t十十ト+一一一 一 
-It +十十一-一一 一
+一一一一一一 一 
一一一一一一一 一 
-It +一一一一 
+一一一一一一 
一一一一一一一一
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第 13表 なつふじ浸出液を B型人血球にて吸収 第 14表 なつふじ浸出液にアラピヤプム食塩
各唾液との沈降反応 水加入各種動物血球との擬集反応
了う稀釈音12窓zl 16 32 対 浸出液稀釈倍数 |対 N 対∞(!) C¥J申∞(!) C¥J ψ ∞ 1 M cv") (!) 	 小司 t.n 守司 。-l 司， I廿TT rl C¥Jt.n oo。 I照J I .." 
作用血球
64 128 	 昭 
1 + 	 A * 
H
AS 
H
B 
*-t骨骨骨*-It十件十ト十一
村十十件十i十時件十十件十一一一
O
十件僻+十ト十十件+十件十一一一
十件十1十時十1十時+十件+一一一
-It十時十件十件十十ト叫十ト+t-+一一
i。 時十社畔十件-It十+十十-Itト時十十+一
BS 十L + + +一一一一一一一10 
20 +ト+t-++一一一一一一一
鶏矧糊城犬僻僻豚
++++一一一一一一一 
1 
OS 5 +十十*-t十十-It十時*-t十十件十一一 
10 
20 第 15表 なつふじ浸出液に AB血清加入動
物血球との凝集反応
+ 
+ 
廿
廿 
作用血球
7) 不完全抗体 浸出液稀釈倍数 |対 
N 悼∞c.o C¥J申∞(!) C¥J申∞なつふじ浸出液中に不完全抗体の存在如何を興味 rl σ，c.o 	 C¥J U? rl ひ司 吋4 
rl ひ.:] Ln Cコ Cコ 
C¥J 
昭 川
をもって検ベた。検索は穆着法及び酵素法によっ
た。先づ膝着法では，アラピヤゴム食塩水， AB血
清，卵白アルプミ y食塩水を用いた。アラピヤゴム
食塩水では表 14に示す如く全体的に被凝集性が増
加し， A型血球では 256倍より 1028倍まで増L，
家兎，海摂でも同様に価が高くなる。 AB血清を加
えた場合は表 15の如くで A型血球ではアラピヤゴ
ム食塩水同様 256倍より 1028倍までになった。卵
白アルプミシ食塩水で、は殆んど増大を示さず，むし
ろ減少せるかの知き観を呈した(表 16)。酵素法で
はトリプシン法，バパイン法，及びフィチン法を行、っ
たが，先ずトリプシ y法では表 17に示す如く A型
血球では 2048倍迄増強，家兎，海摂でも増強した。
バパイ y法で、はトリプシ y法に比較して一層の増強
を示し， A型血球では表 18の示す如く 4096倍迄増
強，家兎，海摂も 2048倍に増強した。擬集素価の低
かった犬，白鼠，緬羊，山羊の血球迄相当の増強を
示してしお。ブィチシ法で、は表 19の示す如くパ、
イγ法とほぼ同等の増強を示し， A型j血球では 4096
倍にまで達した。
次いで摩藩法と酵素法とを合せた実験も施行して
見た。総括して表示したがこれで‘見られる通り厚着
法と酵素法とを合せるとより以上の獄集反応の増強
を示す様である〈表20)。 
鶏一概融関犬畔僻豚 
作用血球
A -H+-t十十時-It十+十十時+十十件+十十-
B **-It十時件十ト++一一一O
時株*-It十件十十一一一一
時時-tt十時十件十ト+一一一一
時-It十緋十社・十件十件十件十十+ムー
-Itト*朴十件十十十十一一一一
冊件十+一一一一一一一
+t-++一一一一一一一-
-It十時制*十件十件十十廿十一一
第 16表 なつふじ浸出液に卵白アルプミジ加
入各種動物血球との援集反応
浸出液稀釈倍数 対
N 対∞c.o C¥J司∞(!) C¥J申∞ 
rlσ，(!)ひ司 uコ F寸ひ3 吋4 
rl C¥J. Ln 0 0 照
rl ひ3
鶏紙鯨蹴犬峠僻豚 
A 十十十時十件-It十+十件+ム一一一
B 冊+トト+ト十十十ム一一一一一
O
時掛+t-+ム一一一一一一
時十|十件+十一一一一一一
軸惜+十十ム一一一一一一
時叶廿++一一一一一一
件件十十一一一一一一一
件+ト++一一一一一一一 
十件-It十十件十十件十十一一一一
3-366- 千 実医 学 会 雑 誌 第 32巻
第 17表 なつふじ浸出液とト Pプシン作用
せる血球との頭集反応
浸出液稀釈倍数 |対 
α:> CJ:) ひ司 寸e α) CJ:) C-:J 寸4 α) CJ:) ひ司 
M M ミ.0 C-:J tn M 小3 吋. o'l σコ 昭F吋c-:J tnOOO r-l ，、
r-I N 噌∞ 
ABO
十件十|十時世帯+トイ十十ムー-
-tt十冊-tt十+十十十十一一一一
株-tt十冊*++一一一一一
-tt十時十件+十件+ム一一一一
-tt十時十+ト叶-tI十十トサ十一一一
時俳-tt十十件十1十時十十++一一
廿ト+十+十++一一一一一一
掛+ト十十一一一一一一一
-l++一一一一一一一
-1++ト++一一一一一一一
-tt十時特#十+一一一一一
第 18表 なつふじ浸出液とパパイン作用せる
各種動物血球との議集反応
作用血球一  
鶏親麟胡犬岬僻豚 
浸出液稀釈倍数 
∞2S35提言 Sきささ 
r-I ひq 司・ αコ
作用血球一  
ABO
-Ht-t十十+仕掛#十-tt十時時+ト+-
4十卜十1+-tt十時十件-tt十十十十一一'一
冊掛+枠制-Ht+ト-1+十一一-
-tt十十件-tt十冊-Ht十ト+一一一一
-tt十掛畔帯十件十件俳+ト-1++一
俳-Ht-tt十時十件-tt十時十ト+一一
冊十件骨-tl十冊 4十ト件十一一一
株-tt十掛-tt十掛-Ht1十+一一一
鶏耕一一闘犬僻
時時-tt十冊-l++一一一一一
緬羊 十 +十ト +ト + 
豚| -tt十-tt十廿十十1十時廿十件十一一一
第 19表 なつふじ浸出液とフイチン作用せる
各種動物血球との擬集反応
ABO
鶏紙撤蹴犬岬鮮豚
作用血球
浸出液稀釈倍数 対
∞2S35ggggss "2 
同 N 叩∞ a
十件-tt十時+仕掛十件性-tt十-l++-L
-tt十十件+十ト+十ト-tt十+十件+.一一一
社t-Ht.-tt十十|十時十十キム一一一
掛+枠制十社十ト+ーじ一一一一
掛廿十-H十掛-tt十-Ht+トト+十+一一
冊俳時十時-Ht-t十十-tt十+十+ム一
時十時十社掛十社-It十時十十十一-
-tt十-tt十時時+十十時+十十一一一
+件情+仕掛す十+一一一-一
帯十社+十件十+一一一一一
時-tt十時十|十時十1十件十ムー一 
4096 
8192 
1024 
4096 
256 
256 
2048 4096 ，4096 4096 8192 
第 3節抗B擬集素 
Martin Krupe (1952)は Corni1lavaria種子
浸出液中に抗B凝集素があるといっているが，渡辺 
(1955)もこれを追試して抗ーB凝集素の存在を明
らかにした。また，松山明(1956)はそらまめに抗 
Bm凝集素があると報告してしる。余もそらまめの
浸出液中に抗B凝集素の存在することを認めたので
や L詳しくその部分抗体を検ベて見た。 
1) 人血球及び動物血球に対する療集反応
そらまめ浸出液と人及び各動物血球との磁集反応
を見ると表、21に示す如くで B型血球に強く，且つ
家兎，海狭血球にも強く反応し，犬，豚血球とも反
応するが鶏，白鼠，山羊，緬羊血球には殆んど反応
第 21表 そらまめ浸出液と人及び各種
動物血球との
浸出液稀釈倍数 対
N 司∞c.o N 司∞c.o N 司∞門的。ロ RE宣言|照
-lt+一一一一一一一一一
-tt十十件+十+一一一一一一一
十ト十一一一一一一一一一
廿+一一一一一一一一一
世時十件軸件+一一一一-
-tt十時耕輔時十十十十一一一
十社-tt十件+十件+一一一一一
-tt十時十ト十一一一一一一一
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しなし、。抗 B?j~集素の存在を示している。 第 23表 そらまめ浸出液を各種動物血球にて
吸収動物血球との獄集反応2) 温度による愛化
表 22に示す如く， 20，190，370で遺詩集反応を見る l収 液 稀 釈 倍 数 対
に 20で最も強<190，370 と高温になるに従い反応 吋4 ∞ CJ:) 
F・ 
。a 
tv:l4
坤 
CJ:)
∞
NH
ω
凶 一 円
照
A
型人血球
N
昭
対数 日 … …釈 一  
3
稀 一  
的
液一宮出一∞浸 一 喝  
の強さが減って行く。抗-Aのなつふじ同様の結果 ABO
が見られた。
+ト+一一一一一一 
第 22表 そらまめ浸出液の各温度に於ける凝
集反応、 兎摂家海 時十ト+十+一一一一
作温|作血 時*-t十十一L 一一一
A用度|用球 O
型人血球E
兎摂
3
〉兎摂 
ABO
家海
〈家海 +十+一一一一一一 
1tf-+ト++一一一一
1*+ +ム一一一一一 
1 +1十掛廿+十+ム一一一 
A 
B 

20C o 1朴十ム一一一一一一
家兎|時掛#十時-H-++一一
海摂 1+1十+十十十十十時榊+ト朴十一 1-
A *+ムー一一一一一1 
B 1+1十*+ト十一一一一一 
190C o l-t十+一一一一一一一
家兎|制排冊冊朴十一一一
+十十時十トサ十一一一 
家兎血球
L3JE(
海摂 1+1十俳惜帯情+十十一一 
1+ム一一一一一一一[-
海摂血球
A 
B I十件特十一一一一一一 lー
〉兎摂
家海
+1十件++
370C ，
〉兎摂(家海
+一一一一一一一一
帯掛掛朴十一一一一 i一
冊掛惜特十ト+一一一!ー 第 24表 そらまめ浸出液と各型人唾液との顎
集抑制試験
3) 人及び動物血球による吸収 吸抗
比 一 
  
唾液稀釈倍数 対
人血球及び動物血球で吸収を行って見ると表 23
に示す如く， 0型人血球で吸収〈等量 4回〉すると
原 一収 一  
ssssssAABB00 廿廿 
廿廿
廿 
廿廿
斗 
廿 
斗 
廿
廿 
廿
十十
8 16 32 64 128 昭 
H H
HH
H H H
H
HH
H H
H H H
4
型人血球
lB
け 廿
+十+十
+十 +十 
O型， A型血球に対する凝集反応がなくなり， B型血
球に対するもののみが弱くなって残り，且つ家兎，
海摂の血球に対するものも残る。次にA型の人血球
で前記同様吸収するとやはり B型血球に反応が残
廿
+ -It 

け 廿
+
 十ト十ト
一L +十 +ト 什廿 
る。海摂で吸収すると A型}， B型人血球，家兎血球 4十+ 件 +ト 
に対するものが残る。家兎で吸収すると海狽血球に
少許の反応を残すのみで人血球に対する反応が皆消
えた。よって抗 Bmのように作用する部分もあるよ
うではあるが，前抗 Bl[の如く作用するものもある
ものと考えなければならない。 
4) 人駆:液による綴集抑制試験
各型人唾液にて凝集抑制試験を行って見ると表 
24v;こ示す如くで， B型j分泌歪~~液では 64 倍迄完全
抑制が見られ， B型非分泌塾I唾液でも甚だ弱し、抑制
が見られた。 A型， OID;唾液では殆んど抑制が見ら
れず，抗B凝集素の存在が明らかに示された。 
5) 沈降反応
そらまめ浸出液の各型j人哩液に対する沈降反応を
見ると表 25に示す如く B塾!臨液に最も強レ沈降反
応が見られた。またA型血球で吸収後の沈降反応を
見ると表 26に見る如く B型唾液に対する沈降反応
のみ認められた。抗B沈降素の存在を示すものであ
る。 
i
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ビ鎚一倍志的水塩食〉そ劃一噌 出球一液浸血一め種一第25表	 そらまめ浸出液と人睦液との沈降反応 第 27表
日時一漫 ∞
- s
ラ唆一釈一∞
一 稀 一 	  
3一 ;一 三
ムゴ応一数一自由
H Pi
対，ー 吋 ∞
2 4 8 16 32 64 128 液類 照 。司
唾種 対唾液稀釈倍数
液書稀釈
作用血球一
4 Y N O
YON
昭N
1 時tH- tH-十ト十一一 一 
AS 
5 *十件十一一一一
10 件+一一一一一
一一一一一一一
A
時十件 4十件十十一一一一一一	 BO
一 十1十冊tI十冊+十件十ム一一-
一 tH-十十件+一一一一一一一
件十ム一一一一一一一一
冊#掛冊廿上十卜#十一一-
4十十時十件時十件掛+十件+一一
兎摂鼠羊羊
鶏犬豚ーー 家海白山緬
1|十1十時制十件-tt +一 一 
5 tH- tI十十ト+一一一 一BS 
10 *十時十一一一一 一 +ム一一一一一一一一-
20 4十十卜「一一一一 一 tI十時掛+十件+十一一一一
1 +十件+一一一一 一 
5 一+十+一一一一一OS 
一 tH--t十十+十十時1+十件十一一ー-10 一一一一一'一一
20 一一一一一一一 一 第28表 そらまめ浸出液AB血清加入
各種血球との探集反応
作
用
血
第26表 そらまめ浸出液をA型人血球吸	 浸出液稀釈倍数 |対
収入唾液との沈降反応	 N 司∞t.O C¥:I司∞t.O'C¥:Iザ∞ 
.-1 	 ぴj. t.O か~ I.(j .-1 ひ司 吋4
0 	C:コ 日召
唾種 唾液稀釈倍数 対
照液類 
液言稀釈
2 4 8 16 32 64 128 
AS 
1 
5 
10 
20 
一一一一一一一
明圃圃圃圃・ ・圃圃』圃ー ・ ・園田・・・ 胆曙司凋- ・圃園周・ー ーーー・・・-司開・同
一 一一一一一F 一
一一一一一一一
一 
一 
一 
一
球	 。'1 I.(j .-1 C¥:I 
A 1*十件十十十一一一一一一一 
B I叶時十社♂十十+ム一一一一-
.0.1冊朴+一一一一一一一一
鶏
家兎 判十時tIt+t+十一一一一一
海狭 時世帯+十件十+一一一一
白鼠 十一一一一一一一一一-
作用血球一  
犬 4枠制十件+ム一一一一一一
緬羊
山羊
豚 4十十tH--tt+十一一一一一一
第29表	 そらまめ浸出液とトリプシシ作用
せる各種血球との凝集反応
浸出液稀釈倍数 対
。司 坤∞t.O C¥:I噌∞t.O C¥:I噌∞ ;面寸・	ひ司.-1ぬlひ~t.Ojσ吋F .-1 C¥:I I.(j 	 0 0 
.-1ふ3
AB 
+十十冊-tt+十十一一一一一-
4十十時掛軸tH-+ト+一一一一
O
冊掛+十件+一一一一一一
I 	1 1-+十ト件件+ -
BS 
伊 Dnunu
噌iqL 
十ト -t + 
1 
5 
OS 
10 
20 
6) 不完全抗体の存在
そらまめ浸出液につき不完全抗体の検索を行っ
た。	 E雲着法としてアラピヤゴム食塩水〈表27)では 
B型血球に256倍迄表れた。家兎 256倍，海摂 512
倍になった。全体的に増強が著明である。 AB血清
でもく表28)B型血球に64倍，家兎64倍，海摂128
倍となった。次いでト Pプシシ法について見ると
(表29)B型血球128倍，家兎256倍，海狭512倍
兎摂鼠羊羊
野犬
家海白緬 
骨件十+一一一一一一一
叶朴掛朴tH-+ト+十一一-
tI十時叶軸*十件 4十十十一-
4十件十+一一一一一一一
時掛掛-tt++一一一一」
豚
と増強，パ、イン法では(表30)トリプシユ/法より
j
増強が著明でB型l血球に 256倍，家兎1028倍，海摂 
u
2048 倍となり，フィチユ/法では〈表 ~1) 更に強くな *十-tt十-tt十時-tt+一一一一一
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第32表そらまめ浸出液にアラピヤプム食塩水
叉AB血清加入トリプシン，パパイシ，フィチ
ン作用せる血球と擬集反応に於ける最終灘集価 
第 30表 
J
対 
N 吋唱
N
NH
NH
NCH
弘、凶f，、1
凋一事詩吟応一一∞ィ 一 淑 数 一  
目
。 ~ 勝 倍 一  
ω潟
三 一 の 一 釈出比一稀一$浸血一液一  
的
め種一  
』 一 :
ま各一日 三らる一浸 ∞そせ，
作用血球
トリプシユ/ 方フィテ法シパバイシ方法方法fF 
ア塩コラ水ムピ|l!AB球 L 血清語系血清
A 128 64 256 256 512 512 
B 256 256 2048 1024 4096 4096。 64 25664 256128 512 
8 168 32 3216鶏 
1024 2048 1024家兎 1024 1024 2048 
1024 4096 40961024 4096 8192海摂 
256 1024 1024 1024256 4096犬 
用血 
J~~刺五 食ヤ塩コラ〉「W血清
644 3216 32 32自鼠 
16 64 12832緬羊 一 一 
16 16 6432山羊 一 
128 256 512 1024128 512豚 
A 帯十件骨骨十ト十一一一一-
B tf十時骨骨 tf十件十十一一一
O
時#十廿十十+一一一一一一
兎摂鼠羊羊
鶏犬豚
家海白山緬件++一一一一一一一 
4十十時-H十 tf十+十十-H十朴トサ++十+一
十件#十#十十件 ttt十ト十i十+十件++
#十件+十一一一一一一一
冊骨骨十叶十十-I++-L一一一
-H十1+十村十十ト+十+一一一一一 l-
第 31表 そらまめ浸出液とプイチ y作用
せる香麗血球との凝集反応
な?一一宮古す綜官五一 
fぷ 11:'1噌∞1.0 C'I申∞ tO N-7高 1
且lL r-i σ) (.0 小J t.n r-i 小3 吋. 1 円円
H日1~C'I山~. 球! 
A 1t仕掛+It十件#十時十十十一一一 
B 1#十時#十+十十時十|十時十十件十一 
o 1情十社時十i十骨十件十一一一一
鶏 1#十件十ト+十十一一一一一一 

家兎 1#十時#十骨耕輔+ト件+十一 

海摂|十件-H十時株十仕掛時十件十十件+

白鼠|時十ト+ト件十一一一一一一 

犬 I-tH-掛叫十件静-tH-+ト十ト十+一

山羊 1+十十ト++十一一一一一一 

緬羊|十++一一.一一一一一一 

豚 1 t仕掛#十時世+ム一一一一
りB型!血球 1024倍，家兎 1024倍，海摂 2048倍で
あった。
次に鯵着法と酵素法と合せて見るとなお一層の増
強が見られ.た(表32)。
第 4節抗C綴集素 
1952年 MartinKrupeはえんじゅ (Sophora 
表 一 ，一 一 一 作 用 血 球 一  
ついても言及している。余もえんじゅ (Sophora 
japonica)についていささか知見を加え得たと思う
のでこれを述べる。なお w.Morgan等は抑制試
験で Lotustetragonolobus等の抗 O凝集素が 
L-Fucoseでつよく抑制されるのに対し，このもの 
は N-Acetylchondrosamineで著明な抑制をう
けると述べている。 
1) 人血球及び動物血球による基詩集反応
えんじゅ浸出液と人及び動物血球との探集反応を
見ると(表 33)，B型血球に 512倍と強い反応を示
し， A型， 0型血球に 128倍， 64倍，家兎血球に 
128倍，豚血球には 8倍を示し， B型人血球で最も
強い。これだけでは抗-AB凝集素，即ち抗ーC と見
ることは出来ない。
えんじゅ浸出液と各種血球との擬集反応
浸出液稀釈倍数 支す 
。司 司∞f.D C'I噌∞f.D C'I吋‘∞ 
r-( σj f.D 小J t.n T"'f か3 司唱 
F・4φ司t.n 0 Cコ H長
T"'f 小司 
AB
#十+It#ト時十十件+一一一一
O
十件1+十軸#十時十ト-1+十ム一一
十件+骨骨ト+十十ム一一一一一
japonica)の種子中に抗C凝集素を発見した。即ち 
A及びBに共通に作用する抗;-AB獄集素である 
(Morgan等も抗Cとしづ言葉をつかっている〉。 
O型人血清の α，sに比しその頭集価が予>:1.で予が 
αより強いといってし、る。渡辺(1955)もこのもの
に抗C凝集素と，抗B凝集素とを認め，抗 C]I擬集
素が~り，抗 B1 ?>1集素も証明されると述べている。
兎摂鼠羊羊
鶏大豚
家海白細山
+It#十時+十件十十一一一一
同時に氏は種子爽に存在する粘液の擬集抑制作用に 十十十一一一一一一一一
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2) 人血球及び動物血球による吸収 第 35表 えんじゅ浸出液と人睦液

えんじゅ浸出液を人血球及び、動物血球で吸収した との擬集抑制試験

廿 
成績を表 34に示す。 O型J人血球で吸収すれば(等 吸抗|作血 唾液稀釈倍数 対
量4回)0型血球に対するものは完全に吸収され， 
収原 用球 2 4 8 16 32 64 照 
A型， B型血球に対するものは残る。特にB型血球
H
学葉
A 十件に強く残るようである。次にO型血球で吸収したも AS け 廿
B -t 廿
H
A -t -t -t +十件+十 -ItAs 
B +ト+ト-tt -1十件-tt +十 
A 十ト一一一一一 J一BS 
B 一一一一一一 +十 
-tA 特朴件朴件件lBs 
B I+十件+ト+十件特 ，-t 
A. 一十件十ト-tt一 -It
OS 
B 一一十件+十件 +ト 
+ト 
Os !朴牡骨廿骨朴I 
B I+十件+十件+十件 +ト
*
のを更にA型人血球で吸収すると， B型血球及び家
兎血球にはまだ反応が残る。海摂血球で吸収しでも
殆んど他に影響はなし、。家兎血球で吸収すればA型
に対するものは完全に吸収されて B型血球の部分が
残る。依ってこの部分は弱し、けれども抗 BIに当る
ものと考えられる。そしてA型， B型に共通した抗 
C抗体は家兎にも共通した抗 CJ[の部分であると息
われる。即ち渡辺の成績を概ね確認し得た。 
第 34表 えんじゅ浸出液の人血球及び
動物血球による吸収
浸出液稀稀倍数 対 
信 2 4 8 16 32 64 128 256 昭 
A 時-It -t +一一一一 一。
B 十件+十十-tt -t +一一一。 一一一一一一一一 一
家兎 十件+枠制+十十+一一
海摂 一一一一一一一一 
A 一一一一一一一一 
B OA*++.+一一一一
一一一一一一一一
家兎
。
型次t血乙型球
球収血吸
型血球人
千+一一一一一一 一
海摂 一一一一一一一一 一
A 
血球
十件-lt十+十件+一一一 一 
海B 
演-
-lt十時-It十件* + + -一。 十件* +ト+一一一一 一血
家兎 一+ + 十ト -It十 掛 -ltト 4 * 一球
海摂 一一一， 一一一一一
一 
A 一一一一一一一一 
家B #十一一一一一一 一
兎。 +ム一一一一一一
血 -同，司-圃・-‘--岨圃・ ・-ー 司噌・F帽哩.園開圃. a家兎 一球
海摂 一一一一一一一、ー
型唾液では勿論， B~自分泌型唾液によっても抑制さ
れ， B型血球に反応する凝集素はA型分注型唾液で
も幾分抑制されるが， B型分泌型唾液で強〈抑制さ
れる。このことも抗C演集素・の外に抗B凝集素が存A
在するのではないかということを思わせる。 
4) 温度による影響
えんじゅ浸出液の種々の温度における綴集反応を
見ると，侭温ほど競集力が強く，高温になるに従い
獄少して行くのはなつふじそらまめの場合と同様
である。 20では A型血球に 64倍， B型血球に 256
倍の反応を示したく表 36)。
第 36表 えんじゅ浸出液の各温度
に於ける擬集反応
作用血球一  
一 
ABO
ABO
対照一
浸出液稀釈倍数 
2 4 8 16 32 
H廿川甘川廿一掛川廿掛H 十日廿+一ム件以川件一ム廿斗川川廿一件川甘H -Lけ廿掛俳一川廿時掛
-一一
一作用温度一一
20C 
廿
廿川甘川廿一…叶掛け廿
H
tI -t件特 十
f-+ _L 
+ム，+ _L 
3) 人唾液による擬集抑制試験
190C 
表 35に示す如く A型分泌型唾液で 32倍迄抑制が
-L 
見られる。 A型， B型， 0型の非分泌型唾液では殆
一ABO
性ttIt-lt十 世 +ト+んど抑制されぬ。 B型分泌型唾液では 64倍迄抑制 37
0C 
時十ト十が見られた。 A型血球に反応する凝集素はA型分泌
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5) 沈降反応
えんじゅ浸出液について沈降反応を見ると表 37
の知き結果を示した。 B型分泌型唾液で最も強く， 
A型分泌型唾液でも相当強い反応が見られた。 A型
人血球で 4回吸収して沈降反応を見ると表 38に見
るごとく，反応はB型分泌型j唾液においてのみ見ら
れ， A型， 0型の唾液では見られなし、。これは抗B
沈降素を，思わしめるものである。
第 37表 えんじゅ浸出液と各唾液との沈降反応 
唾種 唾液稀釈倍数 i
液類 2 4 8 16 32 64叫照
対
H +廿+
稀釈
浸出液

1 I#十 +ト
AS 
5 i-件 十ト
1 I時十件#十排+ト十+十 
BS 5 I十件 4井 静 **+ 
10 l-H十精神十ト+ 
20 1#十時件+ 
H +廿+
FhdnυAU
1
ム内 
4 
1 #十
十
OS 

第 38表 えんじゅ浸出液をA型|人血球吸
収各唾液との沈降反応
唾液稀釈倍数臨種 対
書液稀釈
2 4 8 16 32 64 128 t回液類 
1 
5 
AS 
10 
20 
一---唱』一一一一 
一一一. 一一一一 一 
一一一一一一一 一 
一一一一一一一 一 
一一一一一一一 一 
1 
BS 
5 +十十ト十一一一一一 
10 +一一一一一一一 
表 42，表 43)0 1ID:着法として先ずアラピヤプム食塩
水加入を行うと A型血球256倍， B型J血球 1024倍
の凝集反応を呈する。家兎血球でも 256倍に達し
た。 AB血清を加えたものにおい.ても B型血球 512
倍， A型血球 256倍，家兎 128倍と凝集素価を増し
た。次L、で酵素法ではトリプシ y法よりはパ、イユノ
法，パ、イシ法よりはフィチユ/法というように媛集
素価が増大する。また，鶏，海狽，犬，山羊，白鼠，
緬羊のように反応が出なかったものが出て来る様に
なった。次いで謬着法と酵素法とを合せて用いると
単独よりも強い反応を示したく表44)。 
第39表 えんじゅ浸出液にアラピヤコ、、ム食塩水
加入各動物血球との擬集反応
作 浸出液稀釈倍数 対十 
I~~朴20 1+ 用血 |∞ ∞ ~ ∞t.O c¥1 叩 。c¥1 吋・I M Cη t.O ひ司 σ3 cσ3tn ..-i ひ司 吋‘ 
球 M C\1的。~ ~ ~ I昭I .-1ふ3 吋4αコl 
A r+仕掛冊+十件+一一一一一 1-
B I軸掛4t十時*+++一一一
O
-Ht冊十i十件十一一一一一一
兎摂鼠羊羊
鶏大豚
家海白山緬
十件 4十ト#十#十件+一一一一一
十{十二|十t*十一一一一一一一
第 40表 えんじゅ浸出液に AB血清加入
各種動物血球との頭集反応
作 浸出液稀釈倍数 対
用
血
球 
1 C¥1 ψ ∞253532353532523
1 ..-i C\1凶~ ~ 1照 
A 1#十冊十件引十件+十++一一一 1-
B 
O
I叫耕輔十i十時-H十十ト+十+一一
-Ht+仕掛-H十件+一一一一一
20 一一一一一一 一一z
1 r一一一一 I 
5 os 
10 

20 

.6) 不完全抗体の検索
兎摂鼠羊羊
鶏大豚
家海白!山緬
十件#十冊#十#十件+一一一一
えんじゅ浸出液においても謬着法及び‘酵素法によ 十件什十十十十一一一一一一
り不完全抗体の検索を行った〈表39，表 40，表 41，
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第 41表 えんじゅ浸出液にトリプシシ作用 第共4表 えんじゅ浸出液にアラピヤプム食塩水
せる各種動物血球との療集反応 叉はAB血清加ストリプシン，パパイ:;/，フィチ
稀 一液 一 ∞釈 一 対山凶一唱。浸 百 …作用血球一 シ作用せる血球との遺詩集反応に於ける最終凝集価
卜山完リプ涜刈|ノミわノパ刈ミr
数百倍 一 申
m w G Cg N
A
-tt十#ト冊+十件+一一一一一BO 昌弘|血清|食品会|血清
十件十1+-tt十冊-1++++一一一
512 256 4096 512時十枠制十件十一一一一一一 A 
一 
司
S NE
NOH 作NH 日召
lげアラピ叶IABIげアラピ町IAB五アs五ラ泉笥|瓦血I民一云清
4096 1024 
1024 1024 8192 4096 8192B 4096。+一一一一一一一一一一
畔時十十十時十++一一一一一
兎摂鼠羊羊
鶏犬豚
家海白山緬
-1+++一一一一一一一一
海摂 
犬 
白鼠 
冊十時十ト+一一一一一一一 緬羊 
山羊 
1024 256 1024256 512128 
J・3264 168 4鶏 
1024 256 1024 40964096 2048家兎 
8 
8 
32 
32 
. 32 
4 
4 
16 
一 
一 
32 
256 
128 
128 
64 
32 64 64 
16 256 16 
64 128 64 
32 64 32 
16 64 16 
第 42表 えんじゅ浸出液とバパイン作用せる 豚 1028 40964096 512128 
各種動物血球との顕集反応
作用血球一
句。。申CHN
倍 一 足 。
g N
H
ABO
-tt十-tt十排-tt十-tt十件十一一一一
朴-Ht-tt十時時十件でトト+ムー-
4十冊-tt十世十ト+一一一一一
的
一
山山一申。液 一 ∞ 数 一 ∞浸 一 釈 一稀 一
対 第 5節抗O擬集素∞ 一 S NE NGJ
【∞ 抗-0抗体とし、うのは三つに分けることが出来る。NH 昭
1) Morganの trueanti-O (これはまだ一般には
認められていなしつ め Morganの Anti-H(抗 
)，E 
Laburnum alpinum，Lotus tetragonolobus， 
3) Eisler_;加賀谷抗体である』。 
+ト++一一一一一一一
-tt十時十件十件-1+++一一一一
++一一一一一一一
兎摂鼠羊羊
鶏大豚
家海白山緬
-ttト十ト-1++一一一一一一一
件十一一一一一一一一一
+一一一一一一一一一一
-1++一一一一一一一
+十十時+ト+一一一一一一一
Cytisus sessi1ifolius等に抗O凝集素が存すると L、
うことは Renkonen(1948)以来 w.Boyd(1949)， 
R.Reguera (1949)及び P.Cazal &M. Lalaurie 
(1952)，W. Punin (1952)並びに渡辺(1955)等が
述べているので余もこれを追試して見たが，その聞
いさ kか知見を得たので、こ Lに述べる。 
1) Laburnum alpinum，Lotus tetragonolo・ 
第 43表 えんじゅ浸出液とフィチン作用せ bus，Cytisus sessi1ifolius浸出液の人及び
る各種動物血球との演集反応 動物血球に対する頭集反応作用血球一 稀液浸 一出 一 忍
。Nm ER
H 
倍 一 司数 一 ∞釈 一
対 上記の 3種類に萱について資集反応を行ったとこENH
∞
百N NGH
AB
-tt十時十1+-tt十時+十+ム一一-
-t十-Ht1枠制十卦十十二十十十+ム-
ω G 0 4 v  
ろ表45の如き結果が出た。 Laburnumalpinumに
おいてはA型血球及び家兎，白鼠血球も擬集される
N 2g N 

刀 口 山 口1
、
にLotustetragonolobus'、。L型血球が最も強Oが 
おいてはA型血球も弱く?j~集されるが， 0型血球はO 4十ト-tt十冊-tlt骨+十-1+++一一
兎摂鼠羊羊
鶏犬豚
家海白山緬-1++++一一一一一一一
-tt十時十|十時+十十ム一一一一
十ト+一一一一一一一
4H--tt十件+十ム一一一一一
+十++一一一一一一一一
++一一一一一一一一一
廿十一一一一一一一
十件-tt十千十十十一一一一一一
16倍に達する遺詩集反応が見られた。 Cytisusses-
silifoliusではO型血球のみ演集反応を呈した。
2) 人各型唾液，海狭腎及び 0'千型山羊唾液に
よる凝集抑制試験 
3種類の萱浸出液に対し人唾液で探集抑制試験を
行うと表 46の如き結果となった。即ち分泌型人唾
液及び 0'+型J山羊唾液では非常に強い抑制が見ら
れたが，非分泌型人唾液及び海摂腎浸出液では抑制
8 
512 
第 3号 型特異性植物性選詩集素に関する研究	 -373ー
第45表	 Lab.alpinum，Lot. tetragonolobus，Cyst. sessilifolius 
浸出液と人及び各種動物血球との遺産集反応
Cyst. sessi1ifoliusLab. alpinum 対 Lot. tetragonolobus 対作血 対
用球 2 4 8 16 32 2 4 8 16 32照 2 4 8 16 32 照
A 
照 
一 十一一'一一 一一一一一+一一一一 一
一
一
-司岡・-ー --園田・ ・司自ーB 一一一一一 一一一一一。 +十件+ +一+ト+一一一 一 ++一一一 一一
一一一一一 一 一一一一一 一一一一一鶏 一一
家兎 十一一一一 一 一一一一一 一一一一一一 一
海摂 一一一一一 一一一一一 一一一一一一 一 一
白鼠 一+一一一一 一一一一一 一一一一一 一
犬 一一一一一 一 一一一一一 一一一一一 一
一一一一一 一一一一一
一一一一一
山羊 一一一一一 一
帽ー-・帽圃国司・-司・ 但・ー 晶ー-緬羊 一一一一一 一 一
一一一一一豚 一一一一一 一一一一一一 一
第4必6表 Laburnum alpμinum，Lotus t臼 廿工刷 etra ∞lob勾gor 加us鳥， Cytisus sessi1ifoliu日凶s 
の浸出液と人唾液及びモル腎， 0'+山羊暫:液との j~集抑制試験
作 
用 
血
球 
吸収抗原
Laburnum alpinum Lotus !CytisuS sessi刷 iustetragonolobus 
吸収抗原稀釈 対 対吸収抗原稀釈 吸収抗原稀釈 対
5 10 20 40 昭 5 10 20 40 照 5 10 20 40 照 
AS
。 As 

BS 
型 Bs 
OS 
Os 
-人 
血 
ABS 
球 モ lv 腎
0/十山羊S
十ト一一一+
+十+十+十件+十
一一一+-t+ 
+十十ト-t+ 十卜+十
一一一+十+
件+十件千十十ト
一一一+十ト
+ト十トイ十件 4十
一一一一 l廿
一一一一 
+十 4十 イ十・+十
一一一一
+十十卜+十件 
一一一一
十ト+十件十ト 
一一一一
十十ト件、十ト
一一一一
-t+ 
+十
-t+ 
+十
-t+ 
十
+十
一一一一
+十-t+ +十件
一一一一 
+十+十+ト-t+ 
一一一一 
+十+十件+十
一一一一
+十+ト-t+ -t十
+十
十ト 
4十
-t+ 
-t+ 
+十 
+十
+十 
一一一一 1*
が見られない。 0'+型山羊唾液の中には 01，01， 液においても幾分反応があらわれた。これをA型人 
Omが存し，海摂腎中には 01，Omの部分が存す 血球で吸収すると O型分泌型唾液との反応も消えて
る。従って上記の結果よりこれらの萱の抗0抗体は しまった。 
01に対応するものではないかと息われる。この点 5) 不完全抗体の検索
渡辺の成績とよく一致した。 Laburnumalpinum，Lotus tetragonolobus， 
3) 抗-0選詩集素の温度による影響 Cytisus sessi1ifolius浸出液の不完全抗体を見る
種々の温度における凝集反応を見ると表 47の如 ベく謬着法及‘び、酵素法を実施した。謬着法としてア
く，低温で擬集反応が強く，高温となるに従い演集 ラピヤゴム食塩水を加えたものを見ると表 49の如
価が低くなる。これは上来の各擬集素と同様な結果 き結果となった。 Laburnumalpinumにおいては
であるo . 0型血球に 32倍となり， A型， 8型血球に4倍， 8 
4) 沈降反応	 倍となった。 LotusteragonolobusではO血球が 
Laburnum alpinum浸出液の沈降反応を見ると 128倍となり， Cytisus. sessilifoliusでは 16倍と
表 48の様な結果になった。 0型分泌型人唾液で最 高くなった。次に AB血清を加えて見ると表 50の
も強い沈降反応が見られたが， A型， B型分泌型唾 知く LaburnumalpinumではO型血球32倍，家
-374ー 	 千葉医学会雑誌 第 32巻
兎血球32倍，白鼠血球が16倍となり， Lotus tet・
ragonolobusではO型血球64.倍，白鼠血球32倍，
Cytisus sessi1ifoliusではO型血球64倍，白鼠，
家兎血球32倍となった。次いで酵素法としてト P
プシ y法では表51の如き結果を得た。 Laburnum 
alpinumにおいて 32倍， Lotus tetragonolobus 
第47表	 Laburnum alpinum，Lotus 
tetragonolobus及び Cytisus 
sessilifolius浸出液の合温度に
よる凝集反応
作 作 hbunm|[IAMltoebtursj|cyt-;;~i~~;;~U 1;;;~~~l~Þ;;~1 ~~fi~;i-
用 用 
浸出液稀釈倍数混 血

度
 2 4 8 1612 4 8叫2 4 8 16球 
B. 一一一一。 -H十-1+十ム-t+++ 十ド20C 
家兎 一一一一一一一一
一一一一白鼠 一一一一
A 一一一一+一一一
B 一一一一一一一一。
において 128倍， 'Cytisus seSsilifoliusでは64倍 
と凝集価の相当の上昇を来した。パ、イシ法で、見る 
とトリプシ y法よりはるかに増強が犬で表 52の様
な結果が出た。 O型血球では夫々 2048倍， 2048倍， 
1024倍と高くなった。更にフィチシ法においては表 
53の如く O型血球では勿論{也の動物血球において
も相当の凝集素価の上昇を示した。興味あるどと
は，勝著法並びに酵素法等凝集反応を強める操作を
行うと，白鼠，家兎及び豚等O物質をもっている動
物血球で著明な撰集反応の増強が見られていること
である。次いで謬着法及び酵素法を合せ行った成績
は(表 54)更に増大を示しているようである。
第48表 Laburnumalpinum'浸出液と
一人唾液との洗降反応
A +十十一一 I^ .^k:J:..，¥':nl1.II;.，-k人A血球吸収後|対1. 1m ~ I~ l 位臨|浸脊 I nlIOOF1lJI 吸収前|対 l
主 |出	 I I I I 
照12 4 8 1632 1照2 4 8 1632[I液釈1嘉-1++ム十件
一一一一 1 l-t十件十一一 
一一一一 ‘一一一一一JAS I -	i • 
..Lー ーー ーー 	ー 
10 
20 I一一一一一 
一一一一 
+ムム一一18.50C +十件+一+十一一
噌 
噌
ihLOAUAU
家兎 一一一一 一一一一 BS一一一一
白鼠 一一一一 一一一一 	  iqL一一一一
-園開問・ ・・開園恒- -・.晒・ ・個白圃-A 一一一一一一一一
件什 一 一 
一 一 

十
十一
円 廿
件十
品 川
B 一一一一 
AM
一一一一一一一一、。370C 十↓一一 5 I十ト+一一一十十一一十一一一 OS 
10家兎 一一一一一一一一 一一一一 十一一一一
自鼠 一一一一 	 20一一一一一一一一
第49表 各浸出液にアラピヤプム食塩水加入各種血球との凝集反応
作血 Lab. alpinum 対 Cyst. sessi1ifolius 対 Lot. tetnigonolobus 支す
照用球 2 4 8 1632 64 128 照 2 ，4 8 16 32 64128 昭 2 4 8 16 32 64128256 
A 
B。
鶏
家兎
海漂
白鼠
犬
山羊
緬羊
豚
-1++ム一一一一 一
十ト+十一一一一 一
-H十件-tt++一一 一
十一一一一一一 一
-1+++一一一一 一
一一一一一一一 一
件十一一一一一 一
-ー- ー~ -岨・・ 岨開園圃・ ・- 岨圃圃・E-・ - 一
一一一一一一一 一
一一一一一一一 一
一一一一一一一 一
+十+ム一一一一
+一一一一一一
-H1--t十件十一一一
一一一一一一一
十ト+ム一一一一
一一一一一一一
十一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一
一
一
一
一
一
一
一
一
-1+++ム一一一一
骨一一一一一一一
十時冊+十件+十+十十ム
一一一一一一一一
++一一一一一一
一一一一一一一一
+十+一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一
一一一一一一一一
一 
一
一
一
一
一
一
一
一
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作血 
第50表 各浸出液にAB血清加入各種血球との擬集反応 
Lab …l対 …昭ono叶対 Cyst. sessilifolius 対
用球 2 4 8 1632 64 128 照 2 4 8 1632 6412825 照 2 4 8 1632 64 128 照 
A +ム一一一一一 一 1H-+ト++一一一一 一 tt+ム一一一一 一 
B -lt十件十一一一一一+一一一一一一.一 +十十一一一一一一 一。
 -lt十+骨折十冊+十十一一時十i十+十++一一 +枠制十件+十++一一 一
家兎 -lt十+十件+十+一一一 -tt十件+十十+ー←+時十件+十++一一 一 一 一
一一一一一一一一一一一一一一一 一鶏 一一一一一一一一 一
一一一一一一一一一一一一一一一海摂 一 一一一一一一一一 一
+ト-tt十十一一一 判十件+++一一一白鼠 +十件+十十一一一
一一一一一一一 一一一一一一一一犬 一一一一一一一 一
一一一一一一一 一一一一一一一一山羊 一 一一一一一一一
一一一一一一一 一一一一一一一一緬羊 一 一一一一一一一
4十十一一一一一 十ト十+一一一一一阪 +十十+一一一一一 一 一
第51表 各浸出液とトりプシン作用せる各種血球との凝集反応 R 
ABO
作
用 Laburnum alpinum 対 ILotustetragonolobus I対 I Cytisus sessilifolius I対品 2 一一 4 8 16 326 2 4 8 1632 64 128 2561照 I2 4 8 1632.64 1282561照詑別… 
廿
-tt十時十ム一一一- 件 tt+一一一一一!ー|件朴+一一一一一
-lt十件+ム一一一一 +十十一一一一一一 lー |十十十一一一一一一 
H川甘川市川甘川 廿
俳 4枠制冊+十十一一
掛 ム+
1H--tt十時十十件十ムー
十件+十+一一一一一
鶏矧糊蹴犬岬一僻豚
刊十+十++一一一一 1H--tt十件+一一一一
十ト+一一一一一一 -It十ト+一一一一一+ト+++一一一一
第52表 各浸出液とパバイシ作用せる各種血球との畷集反応
寸ひpq
Laburnum alpinum Lotus tetragonolobus Cytisus sessilifolius対 対 対
作用血球
c'l吋‘ qDFto4σpq3U寸Dひato3 吋q3H吋 αマq・FコU司FUp qCpF〉コcC〉・ むα吋 N 噌 ∞ 4 0N3tO∞ IO3 FN4F噌 。q4FtO 吋 N4 tN 。吋 吋ひ∞4 F 由 。司 寸‘ ∞ FEO4 σN3 toPc4qLEO3HNtn FcD43 ∞D‘噌 ∞ ひ 叩小 C』 
，昭、 照 照 
A t+十件十十十一一一一一一持+!十件十ト十十一一一一一十件-tt十+十件++一一一一一 一一 一 
B +!十1H--tt十-It十一一一一一一 4十十+仕掛4十十一一一一一一 +十件十+一一一一一一一一 一。-lt十十十ト-lt十時十t十時十社+ト十十+ -tt十+十十時-tt十十件刊十世-It-t十+一

鶏

+十十冊十i十冊+十十-tt十十i十件+++
一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一 一
-ft十排十ト十十一一一一一一家兎 十社掛十十+十一一一一一一 tt+十件+十一一一一一一一 一
海摂 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 一
白鼠 十十+++一一一一一一一 +十+++一一一一一一一一 ++一一一一一一一一一
犬
山羊
一一一一一一一一一一一一
十一一二一一一一一一二+一一一一一一一一一一一 IH-一一一一二 一
十一一一一一一一一一一一 +一一一一一一一一一一一十+ムー一一一一一一一 

豚

緬羊
+十++一一一一一一一一一 +ト+ム一一一一一一一一J-;tt+ム一一一一一一一一
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第 53表 各浸出液とフヂチy作用せる各種血球との頚集反応
知山Laburnum alpinium 対 対
一一一一一一
"『回R、34cCDo-34{α寸ひth4qvひ4tUNO3 Fコ品 tO4FαC吋司3σ小oo FtO4 寸‘。司
意 
司∞o〉噌小，・4aEuO4むtOFコNσ∞∞司RllNハ日刀 ひコ司・∞寸〉UC3 FiNb4 FC∞Ttc Fc4I。FEO4 Nc∞叩N ‘吋ひ 04F∞ひ 噌	4 P4可吋 C	 コ1NC43
球 照 
A 1時冊掛#件特+ムー一一-Ht+十++十一一一一一一 十件廿十件++一一一一一一一 一 
B -tt十件+一一一一一一一一 -i-Ht+ト++十十ムー一一一 +十十+ム一一一一一一一。時十f十時#十世-ttトイ十+十+十ム -j-tt十時時十件-H+俳 tlti十十十+ 十件-tt十判十廿十十!十-tt上+十+十十+一

鶏
 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一
家兎 判十-t十-t十 4十十十+十一一一一 一帯十十十十一一一一一一一 十件叶朴ト-tt十件+十一一一一
d海摂 一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一 一
一、-ft十十ト+十十ム一一一一一一白鼠 +十十++十一一一一一一 一 4仕掛+件+十+十一一一一一 一
犬 一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 一
一-t+++ム一一一ーム一一一 十ト十ム一一一一一一一一一 十件廿+一一一一一一4+ト 山羊
∞、 
緬羊 一一一一一一一一一一一 4十件特十一一一一一一一++一一一一一一一一一 一
十件+十件+ト-t+十一一一一一 -tt十件+十十一一一一一一 十件十|十件十十一一一一一一豚 一一
寸コ 
第 54表	 LaburnUIilalpinium浸出液にアラピ めとする多くの研究者の熱心な検索を誘った。わが
ヤゴム食塩水又は AB血清加入トリプ 国においても渡辺は日本産のなつふじの種子に抗A
シン，パパイン， フィチンイ乍用せる血
凝集雫を見出し，更に諸外国に材料を求めてわが国球との援集反応、に於ける最終凝集価
で、特に発達した部分的型抗原の知識をはたらかせて
方トリプシ法Y l|ハパイ Y方法 フィチユ/方法
球話 金7ヤ顎プテpAピh|lAB アフピ|i! AB i詞AB血清血清謡泉血清 
A 16 8 3 8 64 16 
B。 8 64 8 64 16 256 8 256 16 512 8 512 
鶏 2 一 8 4 8 2 
家兎 32 8 64 128 128 256 
海狭 一 一 2 8 4 8 
犬 一 4 4 2 4 
白鼠 8 32 64 64 64 128 
緬羊 2 4 8 8 16 
山羊 2 一 8 16 32 8 
豚 16 64 32 64 32 256 
詳細な分析を試みてしる。余も幸いに氏の特別な好
意によってそれら材料の分与をうけ，研究を試み，
.今まであまり顧みられなかった人唾液をもってする
沈降反応の成績その他の知見を加え得た。今その得
た成績をi健めると， 
1) ふじからすのえんどう，のぼりふじにせ
あかしゃ等の種子に非特異性に動物の血球のほか，
各型の人の血球に作用する療集素のあることを認め
た。血球による吸収試験の結果から見るとこれらに
はそれぞれ幾つかの特異性を異にする蛋自分子が共
存するのではないかと思われた。 M.Krupeは型
特異性凝集素を見出される種子浸出液について仇所
謂不完全乃至→面の抗体を見出すために慣用されて
第 4章総括並がに者按 いる諸種の方法を用いると，強力なこれらの抗体の
植物，特に萱類の種子の浸出液に人並びに動物の 存在が証明されると云っているが，この非特異性の
血球を擬集する凝集素のあることは古くから知ら 浸出液にも以下の型特異性を示す浸出液においても
れ，ひとときは多くの研究者を持った。余の教室で ー列に降着法一人血、清やアラピヤゴム溶液 σH白溶
も金子が免疫血清をつくってその特異性を検ベ，ま 液には作用なし〉の添加-，乃至諸種の蛋白酵素処
た，特に低温度で作用する競集素のあるのを見てい 理で凝集素価の甚だ著明な上昇が認められた。酵素
贋序に作)1くフィチシのyくパパイy法ではトリプシる。これらはしかし人血球に関しては型特異性を示 
さず，型分化からいえば非特異性と呼ばるべきもの 用が犬となり，摩着法と酵素法とを併用すれば更に
であった。ところが最近になってフイジランドの 反応が増強する。これらの現象は，はたして不完全 
K. O. Renkonenが数種の萱の種子に型特異性を 抗体があってこれが活性化l_"顕性の頭集反応を示
示す抗 O並びに抗 A凝集棄の存在するこ.とを見出 すものであるか否かについてはなお検討を要すると
し米の w.C. Boydや独の M.Krupeをはじ 思うが，兎に角，反応はほぼ特異性を保ちつ L増強
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することだけは確かである。
また型特異性浸出液の場合と同じように非特異性
の浸出液も各型人唾液によってその凝集反応を抑制
され，これらと沈降反応を示すものがあった。但し
この際は分泌，非分泌の型は関係がなかった。
わなつふじ浸出液中には渡辺のいう如く O型や
B型よりも A型血球にやふ高い凝集素価を示し， 0 
型やB型の血球による吸収で抗 Aの特異性を示し
た。しかしその際多量の血球と頻回の吸収を要する
ことは渡辺のいう知くで，何か量的乃至比較的のー
.一種類の蛋自の示す如きー感じが強かった。このA
型特異性の部分はA+型， A-型の豚や緬羊の血球 
で吸収して見ると，渡辺のいうところと異なり，そ
のA+型のものと関係があり，おおよそ AJ[の部分
に対応するものではないかと思われた。このA型特
異性は分泌型人唾液による抑制反応やそれとの沈降
反応でも示された。このものでも所謂不完全抗体が
証明される。
3) 松山〈明〉に従い，そらまめの浸出液について
その抗B顕集素について検索したところ，主として
B型と関係深い動物血球を漉集し，それらによる吸
収の結果，抗 Bmのほか抗 BJIもあるような成績を
第 5章結
得た。またこの浸出液ではその抗B抗体はB型分泌
型唾液でよく抑制され，これと B型特異性の沈降反
応も見ることが出来た。
の M.Krupe，渡辺等のいう如く，えんじゅの
浸出液に抗C競集素を証明し得た。渡辺のいう知く
これは抗 CJI獄集素であること，また弱し、が抗 81 
~i集素の存在することも見た。 この抗 C部分並び
に抗B部分は分泌型唾液による凝集反応抑制試験で
証明され，更に沈降反応でも証明された。
の K.O. Renkonenのはじめて抗O凝集素を
見出した Laburnumalpinum，Lotus ~etragono・
lobus，Cytisus sessi1ifoliusに抗O療集素の存在
することを自ら確かめ得た。そしてこれらは人の各
型分泌型唾液や 0'十型山羊唾液ではよく反応を抑
制されるが，海摂腎臓浸出液では抑制されない抗Or
であることも知った。またこれらは各型人唾液と陽
性の抗0沈降反応を示すのを見た。謬着法や酵素法
で反応の増強を来さしめた場合，動物血球ではO物 
質と関係の深い白鼠，家兎，豚などの血球が凝集さ
れるようになることを興味深く眺めた。 
め これら植物性擬集素の反i応は金子が見，渡辺
も見ているように温度が低い程強いことを知った。
論 
1) ふじからすのえんどう，のぼりふじ，にせあかしゃ等の種子の浸出液に動物血球のほ
か人血球に非型特異性に作用する凝集素のあることを認めたO これらの内には各型人唾液によ
ってその作用を抑制され，それらと抗降反応を示すものがあった。またこれらの浸出液は所謂
不完全抗体と考えられるようなものの存在を示し，鯵着法や酵素法でその凝集素価を著明に増
強し，両法を併せ用いると更に高度の増強が見られた。
め なつふじ浸出液にはA型特異性に作用する凝集素が証明され，おおよそ抗Amのようで
あるO 
3) そらまめ浸出液にはB型特異性凝集素があり，抗 Bmのほか少許の抗 BJIをも持つよう
である。 
4) えんじゅ浸出液には抗 Cと抗B凝集素が証明され，前者は抗 ClIであり，後者は抗 B1
のようであるO 
5) Luburnum alpjnum，Lotus tetragonolobus，Cytisus sessi1ifoliusの浸出液には
それぞれ抗O凝集素の存在が見られ，これらはみな抗 OJのようで、あった。 
6) 上記型特異性凝集素の寄在を示す萱の浸出液はすべて同型の分泌型人唾液によってその
凝集素の作用を抑制され，とれらの唾液と同じ型特異性の涜降反応を示したO 抗O凝集素の場
合は各型分泌型唾液でこれらの作用が見られた。
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7) 上記型特異性凝集素のある萱の浸出液にはすべて著明な所謂不完全抗体の存在が認めら
れy 膝着法や酵素法乃至その併用によってその凝集素価の顕著な増強が見られた。 
8) 植物性凝集素の反応は一般に温度が低いほど強い。
稿を終るに臨んで終始御懇篤な御指導と御校閲を賜わった恩師加賀谷教授に対し深く感謝しま
すと共に，種々御好意をいた叫、た東京大学法医学教室上野教援並びに特に御好意をもって苦心
して御蒐集された貴重な種子を御分与下された渡辺宏氏に厚く感謝いたします。
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